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バ
イ
オ
村
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
、
 

参
加
者
は

家
族
の
声
援
の
中
、
 

競
い
合
い
、

楽
し
い
一
「
日
を過
 

ゴ
ー
ル
を
目
指
し

て
タ
イ
ム
を
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二
月
十
六
日
、
五
所
川
原
市
 
幡
 

ス
キ
ー
協
会
（
中
谷
員瑳
夫
会
長
一
 
 

ゆ
 

主
催
の
第

四
十
五
回

五
所
川
原
  

鶴
 

市
民
ス
キ
ー
大
会
が
グ

リ
ー
ン
  
公
 



2月15日、当市在住及び出身者でスポーツや文化活動において功績顕著な方々や県内外の大会で優秀な成績を収 

められた個人・団体に対する五所川原市スポーツ賞・文化奨励賞表彰式がオルテンシアで行われました。 

式では、阿部育也教育委員会委員長が「みなさんの活躍でスポーツと文化活動が推進され、人間性豊かな人材が育 

成されるものと信じます」と式辞を述べ、成田市長から「本日の受賞は、日々の弛まない努力の積み重ねが実を結ん 

だものであり、深く敬意を表するとともに、ご活躍を祈念します」とお祝いの言葉が送られました。 

受賞者を代表して、平山真希くん（五所川原卓球クラブ小4）が「今日の感激をもとに、今後も更に努力を続けま 

す」とお礼の言葉を述べました。 

スポーツ部門は個人103名と20団体に、文化部門では個人8名と1団体がそれぞれ受賞されました。 

受賞者は、次のとおりです。（順不同敬称略） 

日々の弛まない努力が実を結ぶ 

弓
道
の
普
及
・
振
興
に
貢
献
 

新
 
岡
 
重
 

利
（
松
島
町
）
 

卓
球
競
技
の
指
導
・
強
化
に
尽
力
 

木
 
村
 
俊
 
一
 

ス 

ポ 

I 

ツ 

功 

労 

尚 
貝 
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ス
キ
ー
の
振
興
と
競
技
力
向
上
に
寄
与
 

中
 
谷
 
員

瑳
夫
（

飯
詰
）
 

小
学
校
勤
務
の
傍
ら
ス
キ
ー
の
指
導
に
あ
た
り
、
ス
キ

ー
 

の
普
及
・
振
興
に大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
た
。市
ス
キ
ー
協
会

会
長
と
し
て
市
民
ス
キ
ー
大
会
の
企
画
・
運
営
に
奔
走
し
、
 

後
進
の
指
導
・
強
化
に
努
め
優
秀
な
指
導
者
や
選
手
を
輩
出

す
る
な
ど
ス
キ
ー
競
技
発
展
と
競
技
力
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
。
 

五
所
川
原
弓
道
協
会
理
事
、
同
理
事
長
と
し
て
、
多
く
の

大
会
や
弓
道
教
室
に
携
わ
り
、
当
市
弓
道
会
の
た
め
献
身
的

に
尽
力
さ
れ
た
。
ま
た
、
五
所
川
原
工
業
高
校
等
の
コ
ー
チ

や
市
民
弓
道
教
室
の
講
師
を
務
め
る
な
ど
当
市
の
弓
道
の
底

辺
拡
大
に
奮
闘
さ
れ
、
弓
道
の
普
及
・
振
興
に貢
献
さ
れ
た
。
 
 

卓
球
を
通
し
青
少
年
健
全
育
成
に
寄
与
 

寺
 
田
 
昭
 
郎
（
吹

畑
）
 

小
学
校
教
諭
と
し
て
長
き
に
わ
た
り
卓
球
の
指
導
・
強
化

に
身
を
挺
し
、
全
国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会
及
び
全
日
本
卓
球

選
手
権
大
会
（
ホ
ー
プ
ス
・
カ
ブ
・
バ
ン
ビ
、
 一
般
・
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
）
に
お
い
て
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
輩
出
す
る
な
ど
、
 

青
少
年
の
健
全
育
成
と
卓
球
の
競
技
力
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
。
 

中
学
校
教
諭
と
し
て
長
き
に
わ
た
り
、
卓
球
の
指
導
・
強

化
に
尽
力
さ
れ
、
全
国
中
学
校
男
子
団
体
優
勝
、
同
女
子
団

体
準
優
勝
、
全
国
高
等
学
校
男
子
団
体
優
勝
、
全
日
本
ダ
ブ

ル
ス
準
優
勝
及
び
同
混
合
ダ
ブ
ル
ス
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
輩
出

す
る
な
ど
、
当
市
の
卓
球
の
競
技
力
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
。
 



ス
ポ
ー
ツ
特
別
優
秀
選
手
賞
 

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
 

一
 

,
 

ス
ポ
ー
ッ
指
導
者
賞
 
一
 

◇
卓
球
 
藤
森
晃
次
（
市
卓
球協
会
）
 

◇
柔
道
 
太
田
 
満
（
市
柔
道協
会
）
 

◇
陸
上
 
棟
方
秀
治

（
五
工高
三
年
）
 

◇
相
撲
 
山
崎
裕
介

（
五農
高
三
年
）
 

◇
柔
道
 
野
呂
 
瞳
（
帝
京
大
一年
）
 

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
 
一
 

◇
柔
道
 
須
藤
孝
清
（
五
一
中
三
年
）
 

封
馬
北
斗

（
五
商
高
二年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
工
藤
裕
治

（
五
一高

二
年
）
石
村
和
寛

（
同
二
年
）
石川

槙
子
（
同
二
年
）
葛
西
好
子
（
同
二
 
 

年
）
 

◇
相
撲
 
小
野
正
仁
（
五
農
高
三
年
）
 

中
村
祥
雄
（
同
三
年
）
三
浦
歓
之
 

（
同
二年
）
 

◇
野
球
 
五
所
川
原
第
一
中学
校
野
球

部

（
五
一
中ク
ラ
ブ
）
 

◇
柔
道
 
五
所
川
原
柔
道
少
年
団
男
子

五
所
川
原
柔
道
少
年
団
女
子
 
五
所

川
原
第
一
中
学校
柔
道
部
 

◇
相
撲
 
五
所
川
原
農
林
高
等
学校
相

撲
部
 
五
所
川
原
商業
高
等
学
校
相

撲
部
 

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
個
人
）
 

◇
陸
上
競
技
 
竹
谷
果恋
（
藻
川
小
六

年
）
 
二P慶
之

（五
一
中
二
年
）
 

角
田
日
世
子
（
同
一
年）
高
橋
優
平
 

（
三
好
中三
年
）
鶴
田
 
泰
（
五H
l［回

三
年
）
高
橋
佳
太
郎
（
同
一
年
）前

田
和
志
（
同
二
年
）
三
浦
 
索
（
同

三
年
）
森
 
佳
津
代
（
木
造
高
二
年
）
 

津
田
有
希
（
五
農
高
二
年
）
楠
美
香

奈

（
五
商高
三
年
）
武
田
 
温
（五

高
三
年
）
小
田
桐
 
淳
（市
陸
上
競

技
協
会
）
阿
部
晋
也
（
同
）
 

◇
柔
道
 
工
藤
舟
人
（
剛
柔館
藤
田
道

場
小
三
）
藤
森
 
泉
（
同
小
三
）
出

町
吏
穂
（
同
小
三
）
中
川
雄
介

（
同

小
四
）
高
橋
知
希

（
同小
二
）
前
田

奈
恵
子
（
五
所
川
原
柔
道
少
年
団小
 
 

藤
森
 
周
（
同
小
六
）
冨
永
佳

宏
（
五
一
中
二
年
）
笹
木宗
貴

（
同

三
年
）
角
田
峻
理
（
同
二
年
）
横
嶋

晃
気
（
同
三
年
）
原
 
明
菜
（
青
森

山
田
中
一
年
）
 
二P麻
美

（五
商
高

二
年
）
山
本
タ
将
（
同
二
年
）
藤
田

香
織

（
青森
山
田
高
三
年
）
角
田
泰

樹
（
青
森
北
高
二
年
）
 

◇
水
泳
 
渋
谷
健
人
（
松
島
小
六
年
）
 

藤
森
紗
斐
（
五
一
中
三
年
）
木
村
一

貴
（
同
二
年
）
小
笠
原
洋
平

（五
高

三
年
）
菊
地
杏
菜
（
同
二
年
）
岩
間

知
哉

（
五所
川
原
水
泳
協
会
）
 

◇
卓
球
 
平
山
真
希
（
五
所
川
原
卓
球

ク
ラ
ブ
小
四
）
 

◇
テ
ニ
ス
 
神
 
沙
百
合

（
松
島小
六

年
）
渋
谷
健
人

（市
テ
ニ
ス
協
会
小
 

工
藤
麻
理

（
八戸
高
一
年
）
下

山
沙
織

（
東奥
義
塾
高
「年
）
 

◇
ボ
ク
シ
ン
グ
 長
峰
史
弥

（五
東
高
 

一
年
）福
士
達
郎
（
五
工
高
一
年
）
 

◇
野
球
 
中
嶋
剛
大
（
東
奥
義
塾
高
一
 

年
）
 

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 
伊
藤
正
雄
（
竹
鼻

製
麺
所
）
 

◇
相
撲
 
松
尾
大
志
（
五
農
高
三
年
）
 

野
呂
祐
太
朗
（
五
商
高
二
年
）
 

◇
新
相
撲
 
小
野
麻
衣
（
五
商
高
二
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
マ
シ
ュ
ー
・
ア
レク
・

コ
ス
テ
ィ
ン

（
五
工
高
二年
）
藤
森

良
太

（同
二
年
）
山
田
一
騎
（
同
1
1
1
 

年
）
阿
部
宏
太
（
同
三
年
）
工
藤
慎
 
 

治

（
同
三
年）
八
木
橋
裕
介

（
同一
一

年
）
秋
庭
和
輝
（
同
二
年
）
藤
田剛
 

（
同二
年
）
成
田
龍
也
（
同
一
年）
高

橋
静
香
（
同
二
年
）
沢
田
昌
江
（
同

一一
犀
）
「
蒲
舞子

（
同二
年
）
新
岡

香
織

（
同
三年
）
大
高
浩
稔
（
五
一

高
一
年
）
佐
藤
友
彦
（
同
一
年）
斎

藤
雄
生

（
同
三
年）
中
谷
優
太

（
同

三
年
）
井
上
 
総
（
同
一年
）
田
津

沙
耶
（
同
「
犀
）
戸
崎
育
子
（
同
11
1
 

年
）
三
上
真
恵
子
（
同
一
年
）
藤
本

緑

（
同
一
年
）
佐
藤
恵
美
（
同
一年
）
 

増
田
進
悟
（
五
所
川
原
少
林
寺
拳
法

協
会
小
五
）
太
田
耕
作
（
同
小
五
）
 

山
田
仁
（
同
小
二
）
山
田
大

（
同小

二
）
今
 
匡
平

（
同
中二
）
工
藤
勇

輔
（
同
中
三
）
新
岡
鉄
也
（
同
）
長

内
幸
代
（
同
）
 

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
 
鳴
海
孝
光

（
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
藤
田
撮
夫

（
同）
 

新
出
秀
春
（
同
）
尾
野
純
二
（
同
）
 

片
岡
 
勝
（
同
）
嶋
口
裕
子
（
同
）
 

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）
一
 

◇
陸
上
競
技
 
五
所
川
原
工
業
高等
学

校
陸
上
競
技
部
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
五
所
川
原
工
業
高

等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

◇
柔
道
 
剛
柔
館
藤
田
道
場
 
五
所
川

原
柔
道
少
年
団
 
五
所
川
原
柔
道
ス

ポ
ー
ッ
少
年
団
（五
所
川
原
第
一
中

学
校
）
五
所
川
原
第
一
中
学
校
柔
道
 
 

部
 

◇
卓
球
 
羽
野
木
沢
小
学
校
卓
球
部
女

子
 

◇
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
 
五
所
川
原
市
ゲ

ー
 

ト
ボ
ー
ル
協
会
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
五
所
川
原
工
業
高
等

学
校
少
林
寺
拳
法
部
男
子
 
五
所
川

原
工
業
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
部
女

子
 
五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
少
林

寺
拳
法
部
男
子
部
 
五
所
川
原
第
一

高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
部
女
子
部

◇
相
撲
 
五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
相

撲
部
 

◇
新
相
撲
 
五所
川
原
商
業
高
等
学
校

新
相
撲
部
 

文
化
奨
励
賞
（
個
人）
 
 

一
 

◇
書
道
 
川
浪
志
保
（
藻
川
小
五
年
）
 

◇
水
彩
画
 
松
津
亜
荊
沙

（
中央
小
六

年
）
 

◇
か
る
た
 
三
浦
知
絵
（
木
造
高
二
年
）
 

竹
内
友
季
子

（
同
二年
）
魔
野
香
織
 

（
同
二年
）
 

◇
写
真
 
太
田
良樹
（
西
北
五
写
真
展

連
絡
協
議
会
）
 

◇
短
歌
 
吉
田
勇
蔵
（
津
軽
ァ
ス
ナ
ロ

短
歌
会
）
 

◇
菊
花
 
山
形
邦
夫
（
五
所
川
原
晩
香
 

ヘ
パ
ー
 

文
化
奨
励
賞
（
団
体
）
 
一
 

◇
合
唱
 
五
所
川
原
合
唱
団
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新
長
期
総
合
開
発
計
画
策
定
に
向
け
て
 

五
所
川
原
市
総
合
開

発
審
議
会
 

〈
委
嘱
委

員
〉
 

会
 
長
 
平
川
 
直
弘
 

副
会
長
  
葛
西
 
英
機
 

員
 
大
野
 
欽
也
、
山
口
 
孝
夫
、
 

櫛
引
ユ
キ
子
、磯
辺
 
勇
司
、
 

福
士
 
寛
美
、阿
部
 
育
也
、
 

秋
田
 
嘉
徳
、
川
村
 
恒
儀
、
 

白
戸
 
勝
一
、吉
村
 
忠
、
 

須
藤
 
利
雄
、
平
山
 
誠
敏
、
 

佐
藤
 
責
、

派
谷
 
隆
雄
、
 

北
津
ァ
キ
子
、
島
村
吉
三
久
、
 

佐
藤
 

勉
、
三
和
 
満
、
 

斎
藤
千
恵
子
、
藤
田
 
初
江
、
 

成
田
 
繁
則
、
寺
田
 
春
一
、
 

以
上
二
十
四
名
。
 

（
敬
称
略
順
不
同
）
 

農
業
行
政
に
 

活
発
な
意
見
交
換
 

市
長
と
農
業
委

員
が
語
る
会
 

一月
九
日
、
五
所
川
原
市
消
防
団
第

一
分
団
（
本
庁
地
区
）木
村
哲
男
分
団

長
以
下
三
十
名
が
、
雛
田
地
区
、
幾
世

森
地
区
及
び
敷
島
町
の
一
部
で
、
一
人

暮
ら
し
e
高
齢
者
六
十
五
世
帯
の
除雪

を
行
い
災
害
な
ど
の
際
の
避
難
経
路
を

確
保
し
ま
し
た
。
 

団
員
は
軒
下
に
積
も
っ
た
雪
を
あ
っ

と
い
う
間
に
取
り
除
き
、
お
年
寄
り
か
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一月
二
十
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
に
お
い
て
五
所
川
原
市
総
合
開発
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
 

市
長
か
ら
各
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

最
初
に
成
田
市
長
が
「
中
心
商
店
街
の
再
生
、
基
幹
産
業
の
振
興
な
ど
に
取
り
組
み
市
民
が
暮
ら
し
て
よ

か
っ
た
と
感
じ
る
答
申
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
、
会
長
に
平
川
直
弘
氏
（
青
森
職
業
能
力
開
発
短

期
大
学
校
校
長
）
、副
会
長
に
葛
西
英
機
氏
（五
所
川
原
街
づ
く
り
卿
代
表
取
締
役
）
が選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
審
議
会
は
、
近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
市
政
を
推
進
す
る
た
め
に
長
期
的
か
つ
総

合
的
な
計
画
を
新
た
に
策
定
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
 

今
後
は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
対
策
や
基
幹
産
業
の
振
興
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
取
り
ま
と
め
、
平
成
十
五
年
度
早
々
に
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
を
策
定
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

除
雪
膨
汗
 

避
難
経
路
を
確
保
 

市
消
防
団
第
一
分
団
 

二
月
二
十
日
、
「市
長
と
農
業
委
員
が
語
る
会
」
が市
役

所
で
開
か
れ
、
様
々
な
課
題
や
農
業
の
将
来
像
を
語
り
合

い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
農
業
委
員
会
が
主
催
し
直
接
市
長
と
農
業
委

員
が
語
り
合
い
今
後
の
方
向
性
を
見
出
す
た
め
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
今
年
で
四
回
目
に
な
り
ま
す
。
 

農
業
委
員
か
ら
は
、
「遊
休
農
地
の
対
策
」
、「市
独
自
の

転
作
作
物
の
対
策
」
、「
基盤
整
備
水
田
の
償
還
方
法」
、「学

校
給
食
に
よ
る
地
産
地
消
の
推
進
」
、「農
産
直
売
所
の
必
 

要
性
」
な
ど
 

の
要
望
が
出
 

て
い
ま
し
た
。
 

そ
れ
ら
ー
 

つ
ひ
と
つ
に

答
え
な
が
ら

市
長
は
、「低
 

農
薬
農
産
物

な
ど
の
「
安

全
で
安
心
し

て
食
せ
る
農

産
物
生
産
』
 

を
P
R
し
て
 
ら
は
「
除
雪
の
体
力
も
な
く
困
っ
て
い

み
ん
な
で
力
 
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
」
な
ど

を
合
わ
せ
農
 

感
謝
の
言
葉
が
あ
り
、
大
変
喜
ば
れ
て

業
行
政
を
進
 

い
ま
し
た
。
同
分
団
で
は
今
後
も
要
望

め
た
い
」
と
 
が

あ
り
次
第
、
除
雪
を
行
っ
て
い
く
こ

述
べ
ま
し
た
。
 と
に
し
て
い
ま
す
。
 



―ー （財）暴力追放青森県民会言い 
費フリーアクセス（県内のみ無料）0800-800-8930ま たは017-723-8930 暴力団追放三Tc い運動 

暴力団を「恐れ芯い」 暴力団に「金を出さは帥● 1ミ暴力団を「利用しなLNi 
恐れは「誤ったイメージから」 	 金か「腐れ縁の元」 	 総てを「金づるにうる」 

e 	 ● 	 I 
恐れることは暴力団を助長させる 暴力団を支援・容認することに葛る それが暴力団の姿勢です 

■暴力団を利用したつもりが、骨の髄
まで搾られます。 

■暴力団は、何事もタダではせず、べ
ラ棒な金を搾取られます。 

■暴力団は、相手が弱い、甘いと見る 
と、トコトン食い付き離れません。 

’暴力団は、遊び、上納する、組織の
活動資金のため、「金づる」を唄ぎ回
つてし、る。 

■暴力団は、ー度味を占めると、金を
要求し続けて搾り取るのです。 

■暴力団に金を出すことは、暴力団を
認め、援助、拡大を手助けすること
です。 

●暴力団は、怖いものではない。団結
して対応する。 

■暴力団の弱点は、暴力団から被害に
あった人が、それを他の人に喋られ
ることです。 

■暴力団を恐れず「存在を許さない」 
と皆で対決姿勢をもつことです。 

相談は、近くの警察署、交番でも受けていまうo 

五所川原市役所 公35-2111 5 平成15年 3 月 1日 

冷
静
健
き
ぜ
ん
昌
し
た
態
度
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い

不
当
要
求
防
止
責
任
者
講
習
会
開
催
 

助
暴
力
追
放
青
森
県
民
会議
の
主
催
す
る
暴
力

団
に
よ
る
不
当
要
求
防止
責
任
者
講
習
会
が
市
職

員
と
鶴
田
町
職
員
な
ど
を
対
象
に
二
月
十
四
日
、
 

働
く
婦
人
の
家
で
開
か
れ
、参
加
者
は
暴
力
団
へ

の
対
応
を
学
び
ま
し
た
。
 

近
年
、
暴
力
団
か
ら
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い

る
の
を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
「
暴
力
団
の
現

状
と
動
向
」
を
青
森
県
警
察
本
部
刑
事
部
暴
力
団

対
策
課
の
山
形
民
雄
課
長
補
佐
が
、ま
た
、盛
紘
一

相
談
員
が
「対
処
方
法
」
な
どを
講
義
し
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
、「暴
力
団
へ
は
き
ぜ
ん
と
し
た
態
度

で
接
し
て
期
待
さ
せ
る
言
動
を
慎
み
、
冷
静
な
対

応
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
基
本
的
な
心
が
ま
え
を

話
し
、
あ
わ
せ
て
ビ
デ
オ
で
接
し
方
を
指
導
し
ま

し
た
。
 

未
永
い
健
康
を
祈
り
 

市
内
合
同
除
厄
祈
願
祭
 

二
月
九
日
、
プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五
所

川
原
に
お
い
て
市
内
合
同
除
厄
祈
願
祭

が
行
わ
れ
、
市
内
の
厄
年
を
迎
え
た
男

性
百
十
名
、
女
性
九
十
名
、
計
二
百
名

が
身
を
は
ら
い
清
め
末
永
い
健
康
を
祈

り
ま
し
た
。
 

神
事
の
後
、
稲
葉
好
彦
実
行
委
員
長

が

「人
生
の
節
目
と
いう
年
齢
に
達
し

た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
活
気

に
あ
ふ
れ
豊
か
で
明
る
い
地
域
と
な
る

よ
う
尽
力
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
 

成
田
市
長
は
、「こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経

験
を
糧
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
祝
宴
で
は
、友
人

ら
と
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
近
況
報
告
や
思

い
出
を
語
り
合
い
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
 

5
ど
う
も
あ
り
がと
う
「」ざ
い
ま
し
た
5
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
松
誉
会
社
中

（藤
都
誉
美
穂
代
表
）
 

十
二
名
H
五
千
円
、
慰
問
（
新
日
本
 

舞
踊
）
。
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
京
呉
服
専
門
商
社
彩
美
苑
美
光

（
演
 

谷
清
一
代
表
）
H
十
万
円
。
 

⑨
立
俣
武
多
の
館
へ
 

〇
ェ
ル
ム
専
門
店
テ
ナ
ン
ト
会
 

（
加賀
谷
忠
栄
会
長
）
H
二
十
二
万
六
 

千
円

（
第三
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ

ー
 

ク
シ
ョ
ン
の
収
益
金
と
し
て
）
。
 

「各
ェ
ル
ム
専
門
店
が
商
品
を
持
ち
寄

り
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
し
た
善
意
の
お
金
で

す
。
立
侯
武
多
の
館
建
設
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」
と
市
長
に
手
渡
す
加
賀
谷

会
長

（
右
か
ら2
人
目
）
 



在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
と
は
…
在
宅
で
お
年
寄
り
な

ど
を
介
護
し

て
い
る
方
か
ら
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応

じ
て
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る

よ
う
市
や
関

係
機
関
と
の
連

絡
調
整
を
行
う
専
門
機
関

で
す
。
 

介
護
保
険
制
度
開
始
後
、
毎
年
利
用
（
相
談
）
件
数
が

増
え
て
い
ま
す
。
 

今
後
と
も
市
民

の
皆
様
に
P
R
し
、
地
域
ぐ

る
み
で

介
護
を
考
え
、
高
齢
者
の
み
な

さ
ん
を
支
え
て
い
く
五

所
川
原
を
目
指
し
ま
す
。
 

232425252728 
γH占‘叫 “一合” 

二
月
士

1
1日
、
五
所
川
原
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会

臨
時
総
会
の
後
、
研
修
会
と
し
て
「
劇
団
ち
ゃ
か
し
こ
」
に
よ
る

痴
呆
性
老
人
の
介
護
を
題
材
と
し
た
寸
劇
が
上
演
さ
れ
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
参
加
者
は
終
始
笑
い
が
絶
え
な
い
寸
劇
に
、
「
介

護
は
難
し
い
問
題
だ
が
、と
て
も
分
か
り
や
す
く
た
め
に
な
っ
た
」
 

な
ど
の
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

劇
団
ち
ゃ
か
し
こ
は
、
昨
年
十
二
月
に
結
成
さ
れ
、
団
員
十
名

は
市
内
に
あ
る
八
カ
所
す
べ
て
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

職
員
が
参
加
し
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

同
劇
団
結
成
の
発
起
人
で
あ
り
代
表
の
寺
田
冨
二
子
さ
ん

（五

所
川
原
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）
は
、
「支
援
セ
ン
タ
ー
を
知

ら
な
か
っ
た
と
話
す
相
談
者
が
多
い
ん
で
す
。
も
っ
と
み
な
さ
ん

に
私
た
ち
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
痴
呆
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
症
状
で
、
特

別
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
第

一
に
家
族
の
理
解
と
介
護

へ
の
協
力
が
必
要
で
す
が
、
負
担
は
大
き
い
も
の
。
や
は
り
専
門

の
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
、
み

ん
な
で
介
護
さ
れ
る
人
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
後

も
要
望
が
あ
れ
ば
各
地
で
寸
劇
を
上
演
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
介
護
す
る
側
・
さ
れ
る
側
双
方
が
笑
顔

で
最
良
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
を
続
け
て
行
き
た
い
」
と
の

想
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

轟鷺i ラ飲んで鍵誹 

日々を送り、家族にとっても介護の負担が減りました。 

鎌讐携裟i憲は語年齢を重ね痴呆の症獣ガ見られるよ 

g監簾い 	器 tL-t$i0 機騒譲縫響 護に協力し 
ぼ通灘幸週訟 

昌
 

在
宅
介
護
支
援

セ
ソ
5

ー
 

劇
団

ち
ゆ
か
し
こ
 

雷
伝
昆
局
 

◆サービスの内容 

・在宅での介護に関するいろいろ

な心配ことについて、電話や家

庭訪問により相談に応じます。 

・介護機器及び用具の展示のほか

利用の助言や紹介を行います。 

・高齢者や障害者向け住宅の増改

築についての相談も受けます。 

※公的制度やサービスを利用した

ほうがよい場合は、利用申請の

手続きのお手伝いをします。 

◆利用できる方 

・市内在住のお年寄りや体の不自

由な方について心配事や悩みを

抱えている方は、どなたでも無

料で利用（相談）できます。 

◆利用方法 

・現在住んでいる地区を担当する

在宅介護支援センターへ直接申

し込んでください。 

五所川原市在宅介護支援センター 
Tft (39) 1515 総括的センターのため担当

地区は定めていません 

青山荘在宅介護支援センター 
皿(35) 5225 飯詰、長橋（浅井・野里
福山‘豊成地区を除く）、松島（太刀打
―野坪・水野尾地区を除く）地区 

あかね在宅介護支援センター 

Tft(29) 3532 七和地区、豊成地区 

白生会在宅介護支援センター 

皿(33)3 102 五小学区、太刀打、一野坪、 
新宮地区 

祥光苑在宅介護支援センター 
皿(36) 3300 三好、毘沙門、中川（新宮

地区を除く）地区 

さかえ在宅介護支援センター 
皿(38) 3000 水野尾地区、栄（七ツ館 , 
広田地区を除く）地区、浅井、野里、福山
地区 

五所川原市社会福祉協議会
在宅介護支援センター 

皿(34) 3400 ーツ谷を含む南小学区 

うめた在宅介護支援センター 
1E(27)1 122 梅田地区、七ツ館、 

広田地区 

五所川原市役所 fi35-2111 
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農
政
課

内
線

3
5
3
 

今
月
の
農
産
物
 

加
工
品
直
売
会
 

ス
フ月
の
相
談
日
】
 

各
種
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。
 

⑥
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
 

.
3
月
1
1日
因

・
2
5日
因
 

1
0時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
相
談
員
 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

行
政
な
ど
（
の
意
見
や
要
望
な
ど
を

相
談
く
だ
さ
い
。
 

け
て
い
ま
す
。
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

3
月
2
0日
困
 
1
3時

、
1
4時
 

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

3
月
2
5日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
な
ど
の
相
談
を
受
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課

費

3
4)
21
0
8
献
（3
4)
7
51
6
 

も
の
忘
れ
、
不
眠
、
憂
う
つ
、
家
庭

や
職
場
で
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
 

●

3
月
1
3日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

●

3
月
2
7日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

市
内
の
加
工
セ
ンタ
ー
が
作
る
地
場

産
品
の
直
売
会
を
行
い
ま
す
。
地
元
で

作
ら
れ
た
新
鮮
な
味
を楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

3
月
2
6日
困
 
1
1時
4
5分

、
1
3時

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 

地
元
e
大
豆
で
作
っ
た
手
作
り
味
噌

豆
腐
、
赤
、
い
り
ん
ご
で
作
っ
た
ジ
ュ
 

ー
ス
・
ジ
ャ
ム
・
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
な
ど
 

ー五所川原市公式ホ三ムパ罵ジ開設 
2月14日から市の公式ホームページ（HP）を開

設しました。情報を早く正確に伝えるため転送に

時間を要する写真や動画などを極力省き、文字情

報が多く取り入れられた市職員手作りのHPです。 

主な内容は、市役所の窓口業務、こみの分別（品

目別に詳しく紹介）、介護や健康福祉、救急医療、 

市広報など、市民の皆様に活用いただける情報が

盛りだくさんです。ぜひ一度こ覧ください。 

http ://www. net.pref.aomori .jp/goshogawara/  

おははじ会～3月 図書館 TEL (34)4334 

ボランティアサークル「五所川原おはなし“ぽ

ぽんた“」によるお話し会です。親子おそろいでお

越しください。 

● 3月15日（土）13時30分～14時30分
図書館2階， 

◇テーマ…「音」 

-1圏E車ョi西加IILI瑠 
	

3月の休館日

火～金曜日 9時30分～18時 毎週月曜日と 

土・日曜日 9時30分～17時 20日（木）・21日（金） 

く ノ、、、 

回 

  

国圏回目回■ 

       

         

保 壌 

 

知 

  

ら 

 

せ 

       

        

国民年金保険料の納め 
忘れはありませんか 

国民年金係 内線 211・212・213 

国民年金保険料の納め忘れがあ

ると、将来の年金が減額になるば

かりでなく、万一のときの障害・

遺族年金が受けられなくなる場合

もあります。納め忘れがないか、 

今ー度お確かめください。 

また、保険料を確実に納める方

法として、便利な口座振替もあり

ますので、ぜひ ＼ Gb eck/ 
ご利用ください。 一 、 	ー 

将来の安心に

つなげるため、 

保険料はきちん

と納めましよう。 

国民健康保険●保険証について 
保険給付係 内線 214・215 

国保加入者が修学のために市外に住民登録を移す場合、申請に

より転出した日から③保険証を発行することができます。 

すでに③保険証をお持ちの方は、有効期限が3月31日までとな

つていますので、引き続き〇保険証の交付を受ける場合には、4月 

1日以降に更新手続きが必要となります。 

また、就職や卒業等により③保険証の適用を受けられなくなっ

た場合にも申請が必要となります。以上のことから、上記いずれ

の場合にも以下の必要書類をお持ちになり、国保年金課⑥番窓口

あるいはお近くの支所へ申請してください。 

なお、③保険証交付後に世帯主や住所等に異動が発生し届け出

る場合は、親元保険証とともにO保険証も必要となります。 

◇申請に必要なもの ①親元保険証 ②印鑑 ③修学先の4月1日
以降の在学証明書（新規または更新の場合）※新規の際には合格通

知書または入学許可証により交付いたしますが、後日在学証明書

の提出が必要です。④卒業（退学）証明書（学生でなくなった場合） 
ノ 
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会
 

公
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5)
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／
 

N
T
T
東
日
本
青
森
支
店
で
は
、
3
 

月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
そ
の
際
、
現
在
お
使

い
の
電
話
帳は
、
新
し
い
電
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帳
と
お
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え
い
た
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ま
す
の
で
、
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達
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お
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さ
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。
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紙
資
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節
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取
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組
み
、
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収
し
た
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電
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リ
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ク
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ま
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な

お
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渡
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収
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、
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ま
で
ご
連
絡
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だ

さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

●

3
月
6
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困

1
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、
1
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3
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養
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老
人
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ー
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く
る
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域
の
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と
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、
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。
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付
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。
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テ
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困
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縦覧帳簿であなたの固定資産を確認してください！! 
市では、平成15年度土地価格等縦覧帳簿及び

家屋価格等縦覧帳簿（以下一縦覧帳簿という）を次

の日程により縦覧に供します。縦覧とは、固定資

産の課税（固定資産税・都市計画税）の基礎とな

る価格等を納税通知書送付前に、あらかじめ所有

者に確認していただくため、期間を設け、縦覧帳

簿を無料でご覧いただく制度です。 

昨年中に土地・家屋を所有権移転された方、家

屋を新築・増築・取りこわしされた方は、必ず縦

覧しましよう。 

また、縦覧帳簿に登録されている価格に不服が 

ある場合は、縦覧期間の初日から納税通知書の交 

付を受けた日後60日までの間に固定資産評価審 

査委員会に審査の申出をすることができます。 

また、路線価等の公開もしていますのでご覧く 

ださい。 

◇縦覧の期間 4月1 日（火）~6月2日（月） 

（ただし、土‘日・祝日は除く） 

◇縦覧の時間 8時30分～17時 

◇縦覧の場所 市役所3階税務課 

※詳しいことは、税務課資産税係（内線422）まで 

お問い合わせください。 

地区 月 日 

平成15 
曜 対 	象 	地 	区 

年度 市・県民税申告杜談＝程表（3 
時間 

月 
相 	談 	会 	場 

)
 
 
電
 
話
 

毘沙門 3/3 月 長富 

9
 
時
 
2
0
 分
 
か
 
ら
 
1
2
 

で
 
・
 1
1
3
 
時
 
か
 
ら
 

1
5
 

で
 

長富コミュニテイ消防センター 36一2852 

長橋 
3/4 

3/5 

火

水
 

福山・豊成・野里・戸沢 

浅井‘神山・松野木 
コミュニテイセンター長橋 29一3111 

本
 

庁
  

3/6 木
  

田町・鎌谷町・鳥森・下り枝・八重菊

一ッ谷・布屋町・弥生町 コミュニテイ防災センター 

（鎌谷町） 
34一9501 

3/7 金 松島町・湊 

3 /10 月
  

川端町・本町・東町・大町・旭町

上平井町・小曲・田川 中央コミュニテイセンター 

（上平井町） 
33一1532 

3 /11 火
  

岩木町・中平井町・寺町・柏原町‘錦町

幾島町・末広町・蘇鉄・芭蕉 

3/12 水 敷島町・雛田・下平井町・幾世森 
しきしまコミコ．ニテイセンター 

（敷島町） 
34-4503 

3 /13 木
  

新宮町・新宮岡田・新宮松元・長橋橋元

若葉‘長橋広野（一番～十番） 

3 /14 金
  

栄町‘平和町・蓮沼・不魚住・元町・

新町・柳町・湊団地 

富士見コミュニテイセンター 

（蓮 	沼） 
35一0294 

三好‘中川 3 /17 月 三好・中川 コミュニテイセンター三好 36一2014 

飯詰

毘沙門 
3 /18 火

  

橋上‘橋下‘下岩崎 

毘沙門・長富 
コミュニテイセンター飯詰 37-2141 

七和

梅沢 
3 /19 水

  

原子・俵元・羽野木沢・高野・持子沢

前田野目・梅田・中泉 
コミュニテイセンター七和 29-2111 

松島 3 /20 木
  

吹畑・石岡（田園町含む）・漆川（十川町含む） 

一野坪・太刀打・米田・水野尾・唐笠柳・金山 
コミュニテイセンター松島 34一2942 

栄 3/24 月 みどり町・姥落・稲実・七ッ館・広田 コミュニテイセンター栄 35-1926 

長橋 3 /25 火 福山・豊成・野里・戸沢・浅井・神山・松野木 コミュニテイセンタ一長橋 29一3111 

本
 

庁
  

3 /26 水
  

田町・鎌谷町‘烏森・下り枝・八重菊

一ッ谷・布屋町・弥生町‘松島町・湊 

ミュニテイ防災センター 

（鎌谷町） 
34一9501 

3 /27 木
  

川端町一本町・東町・大町・旭町・上平井町 

小曲ー田川・岩木町・中平井町・寺町・柏原町

錦町・幾島町・末広町・蘇鉄・芭蕉 

中央コミュニテイセンター 

（上平井町） 
33-1532 

3 /28 金
  

敷島町・雛田・下平井町・幾世森・新宮町 

新宮岡田・新宮松元・長橋橋元・若葉 

長橋広野（一番～十番） 

しきしまコミュニテイセンター 

（敷島町） 
34一4503 

3 /31 日
H
  

栄町・平和町・蓮沼・不魚住・元町・新町

柳町・湊団地 

富士見コミュニテイセンター 

（蓮 	沼） 
35一0294 

※4 

るべく、上記の日程においでくださるようお願いします。平成15 
及び各支所に備え付けしてあります。 

月 1 日（火）以降は、全地区にっいて、市役所税務課内で申告相談を受付します。窓口の混雑が予想されますので、な 

年度市・県民税申告書は申告相談会場、市役所税務課

問い合わせ 税務課市民税係 内線424・425 
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子育ては地域のみんなの手こぜ 
中難歯殿助疹のお知らせ 

T匡L(85)6Q5⑤ 

⑨家族で映画を楽しむ会 ～3月

元日本相撲協会二子山理事長の名言「人間辛抱だ」 

を聞いて、どんな困難にあってもめげず、それを

乗り越えていく強さ、責任感を、相撲を通して学

んでいく16ミリ映画『どすこい！わんばく土俵』、 

『日本昔ばなし』より「養老の滝」 「雀とキツツ

キと山鳩」「こがねの斧」「蛙の恩返し」他をお楽

しみください。 

日 時…3月22日（土）10時～11時30分
会 費…無料 

⑥子ども放送局 

視聴希望者は中央公民館までご連絡ください。 

時間 1日 

3 月 の 

8日 

放 送 

15日 22日 

10:30 わくわくどくし スタジオ1030 子どもとしよかん チャレンジ教室 

よランド 健康・医療 テーマ「きっかけ」 手 芸 
笑顔を運んで中 「ナイトシミー」 
高生たちによる 「ルドルフとイッ 
読み聞かせポラ うんちは腸~元気 パイアッテナ」 牛乳パックであ 
ンテイア ほか みものしちやお 

10・45 THE MAKING THE MAKING う！ 

プラモデルがで パス夕ができる 

きるまで まで 

11:00 研究室におじや 腸の仕組みや腸 偉人たちの夢 牛乳パックと割 

まします 内細菌の役割な 伊能忠敬 り箸を使い自分 

内容は未定 どを解説し、健 で工夫してっく 

11:30 のぞいてみよう 
康の大切さを伝

える 
なんでもやってみよう④ 

るあみもの 

知らない世界 雪国で体験 

大空から宇宙を 子どもたちが雪 
12:00 探る大気球 国に山村留学 

ち年度の転作計画書受付について縄 
転作集団に加入していない生産者（個人転作者）の計画書の受付を以下の日程により実施します。 

当日、みなさんから転作及び稲作を行う場所と面積をうかがって計画書に記入しますのでよろしくお願いい 

たします。なお、当日農政課から郵送済みの計画書及びご自身の印鑑もお持ちください。 

また、計画書の農地に異動がある場合は、異動の内容がわかる書類をお持ちのうえ、事前に市役所農政課で 

訂正してください。 

日 時 対 	象 	地 	区 場 所 

3月13日困 
9 】 30~12 : 00 栄地区（湊、姥泡、稲実、猫測） 

コミュニテイセンター栄 
13 : 30--16 : 00 栄地区（三ッ谷、広田、七ッ館） 

3 月14日岡 
9 : 3O-12 】 00 長橋地区（豊成、福山） 

コミュニテイセンター長橋 
13 : 30-16 : 00 長橋地区（上記以外の集落） 

3 月17日（月） 
9 : 30-12 : 00 俵元、原子、羽野木沢 

市農協七和支店 
13 】 3O-16 】 00 持子沢、高野、前田野目 

3 月18日閃 
9 : 30---12 : 00 松島地区 コミュニテイセンター松島 

13 : 30--46 : 00 毘沙門・長富地区 毘沙門・長富コミュニテイセンター 

3月19日困 
9: 30~12 】 00 小曲地区 農村婦人の家 

13 : 30~16 : 00 上記以外の地区 市役所農政課 

※都合のつかない方は、速やかに米の予約をしている農協または業者のところで、全国とも補償、稲作経営安 

定対策の加入申請と併せて計画書の記入押印を行ってください。 

なお、米の予約申込数量が計画書の作付面積と比べて著しく相違する場合、のちほどその理由をうかがうこ 

とになりますので、よろしくおねがいします。 	 トお問い合わせ 農政課内線 354 

左がエ藤厚美（あつみ）ちゃん 1歳、右が提供会員・ 
佐々木文子さんの孫の木村慧汰（けいた）くん 1 歳 

保育園をお休みした厚美ちゃん、佐々木さん宅

に一日お邪魔し孫の慧汰くんと一緒に過ごしまし

た。「どうじょ」とオモチャを貸してあげる慧汰く

ん。「どうも」と受け取る厚美ちゃん。二人は今日

からお友達！佐々木さんも微笑ましいやり取りに

目を細めます。 

センターの活動は新しい出会いの架け橋です。 

まずは会員登録を！ 

随時会員募集 TEL (3 5) 8953 

五所川原市役所 ff35-2111 
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工ルムの街ショッピソグセソヲー増床計画 

地元説明会 
大規模小売店舗立地法に基づく地元説明会 

を次のとおり開催しますので、お知らせいた 

します。 

◇日時 3月11日因11時～ 

◇場所 ェルムの街ショッピング 

センタ12階 「エルムホール」 

◇建物設置者 五所川原街づくり株式会社 

お問い合わせ先 

I!所川原街づくり株式会社 木村 

TEL (33) 0411 

東北電力からのお願い 

カラスの巣づくりが始まる時季になりまし

た。電柱等に巣づくりしている場合は、停電

の原因になりかねません。 

見つけたら次の事業所へ連

絡をお願いします。 

▼東北電力（株） 

五所川原営業所 

TEL (35)2151 FAX (35)8891
ノ 

入場料 

（全席指定） 

SS席／3,500円 

S席／3,000円 

A席／2,500円 

オルテンシア自主公演 

主催／ふるさと交流圏民センター事務組合・ 
青森県・（財）自治総合センター 

3月18日（火）18時30分～（開場18時） 
オルテンシアコンサートホール 

椙七葬昌， 

漫才・・‘宮川大助・花子 	 入 場料 

漫才・歌・・・wヤング 	 （全席指定） 

奇術 横木ジョージ・レミ 	ss席／3,500円 
己ミソクサイタル 竺ボーJレf、 s席／3,000円 
壁雲汐かり・割II ゆみ 云影蓑命‘ 
司会・腹話術…川上じゆん 

	  〈ヲケット販売所〉 
・オルテンシア（33) 2111 ・ェ ルム S c(33)6276 
・イオン柏 Sc (25) 3450 ・中三五所川原店（34) 31 31 

/ 

交通災害共済は、 1人年間350円で交通事故はもちろ

ん自転車の自損事故などによるケガで、 1日でも治療受

けた場合は見舞金が支給される制度です。 

■共済会費 1人年間350円 

■共済期間 平成15年 4月1日から平成16年 3月31日まで 

■加入資格 五所川原市に住所のある方であればどなた

でも加入できます。 

■受付期間 随時予約加入受付をしています。 

■申込先 環境対策課・各支所窓口 

また、町内会、婦人会、事業所で団体加入を取り扱っ 

ている団体もあります。詳しくはお問い合わせください。 

加ス琶取り扱っていた尼ける
団体を募集してい議す 

団体（20人以上）で加入すると、 

1人につき20円が団体奨励金とし

て支給されます。町内会、婦人会、 

事業所等団体の形態は問いません。 

×
詳しくは 環境対策課 内線206 

ご家族でのご加入を
おすすめします！ 

オルテンシア3月の催物案内 
ふるさと交流圏民セン夕一 TEL33-21 11 

大
 
ホ
 

ー
 
ル
 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 

日 曜日 催 	物 開演 入 場 料 

フ
」
 
 

日
  

第20回さっき保育園
音楽リズム研究会 

9:40 無 

16 日
  

第21回チャリテイ― 
津軽三味線滝栄会発表会 

「民謡・歌謡・手踊りショ司 
9:30 

前売 500円 
当日 800円 

18 火
  

宝くじ文化公演
吉本パラエテイ
ショ― 

18:30 
ss席 3,500円 
S席 31 000円 
A席 2,500円 

23 日
  

J's ACAPELLA 
NIGHT Vol.16 18:30 

前売大人 2,500円
小人 1,000円 

28 金
  

力フ力フドゴシコの
リズム探偵団 

18:30 

親子券（大人1名・子ども1名） 
前売4,800円当日5.300円
大人券（高校生以上） 
前売3,200円当日3700円
子ども券（中学生まで） 
前売2,000円当日2.500円 

29 日
  

チエウニコンサ―ト 18:30 
指定席 2,500円
自由席 2,000円 

8 土 彩扇会「踊りぞめ」 12:00 無 	料 

16 日
  

きよみ愛育園 
こてきおゆうぎ発表会 

10:00 無 	料 

22 土
  

ピアノ・エレクト―ン 
コンサ一ト（長尾音楽教室） 

13:00 無 	料 

23 日
  

阿部寿子 
ピアノ教室発表会 13:00 無 	料 

注） 主催者の都合によリ、日程等が変更になることもあります。 
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スキム三ルク大さじ4巷水力ップ1で溶か弓

と牛乳と同じ濃さになつき弓が脂質はわ弓力1 

0.2呂と、とてもヘルシーて弓0 

（牛乳力ップ1で月旨質6.4g) 

―杯で1日に必要な力ルシウム量

の1/3がとれま弓0 

1 人分栄養量：1 65kcaI 塩分 1. 5g 

牛●t嘩t製品を

使った料理④」 

	 五所川原市食生活改善推進員会 

五目たまごの袋煮 I 

健康福祉課 内線234・ 236 

健 康 相 談 
病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます,健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開 	催 	場 	所 開催月日 開催時間 

南新集会所 3 月10日（月） 12 :30へ113 :30 

福山コミュニテイ消防センター 3 月13日困 13 :00~14 :30 

毘沙門・長富コミュニテイセンター 3月19日困 10 :30へ- 12 :00 

高瀬集会所 3月27日困 11 :00-12 :30 

成人の相 談日 
健診結果の見方、血圧の相談、病気の相談、心

の相談等にも応じます。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

働く婦人の家保健センター 3 月12日困 10:00-12:00 

※健康手帳をお持ちの方は、ご持参下さい。 

当日、混雑することも予測されますので、利用予 

定の方はできるだけ事前に電話予約してください。 

,一 	みんなの健康教室 

◆日 時・・・3月28日金 13時～14時まで 

◆場 所・・・保健センタ1 3階ホール 

◆テ ーマ・・・「あなたの知らない薬の世界」 

◆講 師・・・藤田道子先生（鶴田町立中央病院薬局） 

◆主 催…」ヒ五医師会‘五所川原市民保健協議会 

媛議ぼ」津葺i:1 
月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

3 月 2 日 ［
日
 

中村整形外科医院 
五所川原市 
一ッ谷508-12 34-0123 

3 月 9日 口
］
 
 

冨田胃腸科内科医院 
五所川原市 
みどり町4-128 34-3211 

※ 1．対応時間（電話で確認） 9時から17時まで。 

2．その他、消防署（救急病院紹介TEL34 -4999）で紹介 

します。 

【作り方】 

①油揚は麺棒などでしごいてから油抜きし、 1 カ

所を切り落として袋状にする。 

②しいたけは薄切り、にんじんは 2 cm長さのせん

切りにする。さやいんげんは斜め薄切りにする。 

③ボールに②、ひき肉、スキムミルク、 a をいれて

よく混ぜ合わせ、 6等分にして①の油揚に詰める。 

さらにたまごを 1 個ずつ入れて、口をかんぴょ

うで結ぶ。 

④浅鍋に b を入れて煮立て、③の油揚を並べて落

し蓋をし、弱火で15分煮る。中まで火が通った

ら半分に切って器に盛る。 

⑤残りの汁に水とき片栗粉を入れてとろみをつけ、 

④の上にかける。 

【材 料（6人分）】 

油揚（小） 	6枚 鶏ひき肉 	1 OOg 
スキムミルク・・・40g 生しいたけ 	3枚 

にんじん 	V3本 さやいんげん・・・3本 

I しょうシ由・・・大さじ3/4 
a) 
ー〔みりん・・・大さじ3/4 
たまご・・・M6個 かんぴょう‘・・10cmを 6本 

（出し汁・・・カップ 3 しょう油…大さじ 2 
bi みりん・・・大さじ 4 砂糖 	大さじV2 
（塩 	小さじ1/4 

片栗粉・・・適量 
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